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ワイヤードリモコン(露出部：メタルモールA型）

工 番

名 称
工 事

名 称
図 面

縮 尺 A2S=1/100
名張市都市整備部営繕住宅室

検 図 設 計 作成年月日 図面No.

M-02

現況

Ｒ

ドレン管　VP25

※ 仕様・個数等は参考とし、現地調査を行うこと。

Ｒ

Ｄ

凡 例

1階 撤去平面図

電　 気　 容　 量

機器名称 備　 考台　 数形　 式　 ・ 　 仕　 様

相 電圧

（ Ｖ ）（ φ）

液　 管 ガス 管記号

９ ． ５ ２ φ １ ５ ． ８ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ2

冷媒配管

3

4 １ ２ ． ７ ０ φ

１ ５ ． ８ ８ φ ３ １ ． ８ ０ φ5

９ ． ５ ２ φ

９ ． ５ ２ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

２ ５ ． ４ ０ φ

1

１ ５ ． ８ ８ φ ３ ４ ． ９ ２ φ6

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ7

既設空調機器表

冷媒配管（ 露出部はSUSラ ッ キン グ）

※　 図中に示す実線部分の機器、 配管等の撤去を行う こ と 。

※　 点線部分の既設配管・ 配線等は既設流用。
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基　 　 礎

ワイヤードリモコン、化粧パネル

天井カ セ ッ ト 形　 ４ 方向吹出　 同時ツ イ ン

R22

設置場所：１

R①R①

工芸室

既設コ ンク リ ート 基礎存置

ド レ ン管存置

M-1-2

既設開閉器存置

１階平面図　Ｓ＝１：１００

令和５ 年度（ 　 地工　 ） 第　 ４ 　 号

名張市民セン タ ー工芸室空調設備改修工事

注記 冷媒破壊証明書を 提出する こ と 。

R5. 12

北

※　 電源配線、 ﾘﾓｺﾝ配線及び連絡線配線は既設流用。 図書室

工芸室

料 理教 室



室外機は接着系あと 施工アン カ ー（ Ｓ Ｕ Ｓ 製　 Ｍ１ ０ ×４ 本） にて固定し 、 Ｗナッ ト にて締め付けを 行う こ と 。
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縮 尺 A2S=1/100
名張市都市整備部営繕住宅室

検 図 設 計 作成年月日 図面No.

改修後

※ 仕様・個数等は参考とし、現地調査を行うこと。

Ｒ

ドレン管　VP25

ワイヤードリモコン(露出部：メタルモールA型）
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Ｒ
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凡 例

1階 改修後平面図

※既設躯体貫通穴を利用

電　 気　 容　 量

機器名称 備　 考台　 数形　 式　 ・ 　 仕　 様

相 電圧

（ Ｖ ）（ φ）

液　 管 ガス管記号

９ ． ５ ２ φ １ ５ ． ８ ８ φ

１ ９ ． ０ ５ φ2

冷媒配管
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１ ５ ． ８ ８ φ ３ ４ ． ９ ２ φ6

１ ９ ． ０ ５ φ ３ ８ ． １ ０ φ7

新設空調機器表

冷媒配管（ 露出部は合成樹脂化粧ケース）
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※既設流用

※　 図中に示す実線部分の機器、 配管等の新設を行う こ と 。

注記 電源容量値は参考とする。空調機は省エネタイプを仕様すること。運転特性、 能力はＪ Ｉ Ｓ 条件によ る 。

冷媒ガスはオゾ ン 破壊係数ゼロ と する 。 機器の製作仕様は国土交通省仕様と する 。 但し 該当し な い機器については製造者標準仕様によ る 。

室外機は転倒防止を 施すこ と 。

室外機には「 部屋名又は系統名」 「 施工年月日」 「 施工業者名」 を カ ッ テ ィ ン グシ ート 貼り する こ と 。

機器は同等品以上と する 。

既設コ ンク リ ート 基礎流用

※　 点線部分の既設配管・ 配線等は既設流用。

※　 特記なき 限り 、 屋内側は天井内配管配線と する 。

ド レン管既設流用

既設開閉器既設流用

M-1-2

１階平面図　Ｓ＝１：１００

名張市民セン タ ー工芸室空調設備改修工事 R5. 12

改修用ワイ ド パネル( 1490*1020程度) 　 他一式共

令和５ 年度（ 　 地工　 ） 第　 ４ 　 号工 番

北

※　 電源配線、 ﾘﾓｺﾝ配線及び連絡線配線は既設流用。

室外機搬出入時、 ユニッ ク （ ４ ｔ 　 １ 日） を 見込む。 また交通誘導員B（ ２ 人） 配置する こ と 。 （ 交通誘導員Bのみ指定仮設)

室内機は必要に応じ て落下防止支持（ 耐震支持） を 施すこ と と し 、 吊り ボルト は原則新設と する 。

工芸室


